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博物館ボランティア「水曜会」との協働による
旧津久井郷土資料室保管資料の整理経過について

木村 弘樹・水曜会

資料の公開を行ってきた。そこで、ここでは 2019 年にお
ける活動成果の発表の場を２つほど紹介したい。
　１つ目は、６月５日から７月 31 日まで常設展示室出口
付近で、幅 180㎝奥行き 90㎝のガラスケースにて展示を
行ったミニ展示「昭和の想い出」である。この展示では、
主にお菓子の包み紙・箱等の展示を行った。（写真１）期
間中、見学されたお客様が誰もが知っているキャラメル
の箱などを見て、懐かしむ姿が多く見られた。
　２つ目の展示は、博物館にかかわる多くのボランティア
が活動の成果を発表する「学びの収穫祭」である。学びの
収穫祭は、11 月 17 日、18 日の２日間にわたり開催された。
ここでは水曜会と資料整理の経過のパネル展示のほか、鈴
木重光氏が収集された浅草はなやしきや劇場で公演された
演劇、映画等のチラシの紹介などを行った。（写真２）チ
ラシのいくつかには懐かしい俳優も載っており、年配の
見学者が多く展示を見ている姿が見受けられた。

おわりに
　今回紹介したとおり水曜会による旧津久井郷土資料室保
管資料は、約５万件（点数は 74,000 点）に及ぶ。現在も作
業は継続されているが、概ね未確認の資料はなくなりつつ
あり、2019 年度末にはほぼ件数及び点数が確定できる見
込みである。これだけの資料整理は博物館職員だけで行
うことは難しく、また、できたとしてももっと長い年月
がかかったことであろう。今後は、資料目録を整え、公開・
活用が図られるよう取り組み、水曜会の活動の成果と津
久井地域の貴重な資料を少しでも多く広めていきたい。

注
（1）博物館ボランティアの団体、活動については当館に
て毎年作成している『相模原市立博物館　年報』の「市
民ボランティア」の項を参照。

（2）「市民学芸員」は、２～３年に一度公募し、講習会を
経て登録いただくボランティア。博物館事業のスタッフ
のほか、自主企画・運営のイベントなども開催している。
活動については、注１同様『相模原市立博物館　年報』
を参照

はじめに
　当館では、2019 年度現在、12 のボランティア団体が活
動している。その活動は、資料整理、調査・研究、展示
やイベント等の企画・運営・協力などで、分野も人文、
自然、天文の各分野で博物館活動に携わっている。（注１）
　本稿では、その中で旧津久井郷土資料室保管資料の整
理を行っている「水曜会」について、資料整理の進捗状
況や平成 31 年度の活動を報告することとする。

１．博物館ボランティア「水曜会」とは
　「水曜会」は、旧津久井郷土資料室の資料整理を協働で
行うため、平成 23 年（2011）に博物館ボランティア「市
民学芸員」（注 2）に声をかけ、その有志で結成された。
現在の活動者は市民学芸員以外も含め 19 名おり、主な活
動は毎月奇数週の水曜日の午後で、2019 年 12 月末現在
で活動回数は 296 回にも及ぶ。
　なお、水曜会にて整理を行っている資料はほぼ紙資料
で、日常は特別収蔵庫に収蔵されている。そのため、特別
収蔵庫内の資料を主に担当する歴史担当の筆者が、2019
年度から前任者より水曜会担当を引き継ぐこととなった。

２．資料整理の経過・進捗状況
　旧津久井郷土資料室の保管資料の多くは、旧相模湖町
の郷土史家 鈴木重光氏が収集した資料で、その膨大な数
のほか、目を見張るのは収集対象の広さである。その対
象は、手紙、新聞、冊子類のほか、各種のチラシやラベル、
お菓子やお弁当の包み紙・箸袋、たばこやマッチの箱な
どに至るまで非常に多岐にわたる。水曜会では、資料整
理にあたり表１のとおり「A 手紙・封筒」から「H 原稿（用
紙）」まで８項目に分類した。また、図１のとおり「チラ
シ・ラベル」や「包み紙・箸袋」など必要に応じて細分
化した。その結果、表１、２のとおり 2019 年 12 月末現
在で、約５万件（点数は 74,000 点）もの資料整理を行った。

３．ミニ展示「昭和の想い出」及び学びの収穫祭
　水曜会では、これまでも活動の成果として、博物館内
にて展示を行い、会の紹介や津久井郷土資料室の貴重な
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表 1　形態による分類別の資料件数・点数（2019年10月現在） 表 2　年代別資料登録件数

写真 2　学びの収穫祭展示・解説状況写真 1　ミニ展示「昭和の想い出」展示状況


